
 

 

日
本
共
産
党
市
議
団
の
五
十
嵐
完

二
議
員
は
、
２
月
議
会
最
終
日
の
２

３
日
、
新
潟
市
の
２
０
２
２
年
度
一

般
会
計
予
算
案
な
ど
に
対
す
る
反
対

討
論
を
行
い
ま
し
た
。 

 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 
 

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
市
民
、
中

小
事
業
者
お
き
ざ
り
の
予
算 

日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団

を
代
表
し
て
、
議
案
第
１
号
「
令
和

４
年
度
新
潟
市
一
般
会
計
予
算
」
と

議
案
第
２
１
号
「
新
潟
市
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
に
対
す
る

反
対
討
論
を
行
い
ま
す
。 

最
初
に
「
令
和
４
年
度
新
潟
市
一

般
会
計
予
算
」
に
つ
い
て
で
す
が
、

反
対
理
由
の
第
一
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

苦
し
む
市
民
、
中
小
事
業
者
置
き
去

り
の
予
算
案
だ
か
ら
で
す
。 
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２
０
２
２
年
度
新
潟
市
一
般
会
計
予
算
案 

「
市
民
、
中
小
事
業
者
お
き
ざ
り
」と
批
判 

―
 

五
十
嵐
完
二
議
員
が
反
対
討
論 ―

  
 

 

新
年
度
予
算
案
は
、
２
１
年
度
と
同

様
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か

ら
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
を

最
優
先
に
す
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
感
染
が
大
き

く
広
が
る
も
と
で
、本
市
が
掲
げ
る「
感

染
拡
大
防
止
対
策
」
も
「
経
済
社
会
活

動
の
再
興
」
も
き
わ
め
て
不
十
分
で
あ

り
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
能
力
の
拡
大
は
不
十

分
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
の
急
性
期
病

床
の
大
幅
削
減
方
針
に
反
対
し
な
い
こ

と
や
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
る
中
小
業
者
や
商
店
に
対
し
て

の
家
賃
支
援
な
ど
独
自
の
支
援
も
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
生
活
困
窮
者
等
へ
の

支
援
も
国
が
実
施
し
た
も
の
以
外
は
あ

り
ま
せ
ん
。
新
型
コ
ロ
ナ
で
困
窮
す
る

市
民
に
対
す
る
本
市
の
独
自
の
手
立
て

は
皆
無
に
等
し
い
と
い
え
る
も
の
で

す
。 災

害
と
い
え
る
状
況
の
も
と
で
、
関

係
団
体
や
市
民
の
声
を
聞
き
、
必
要
な

ら
基
金
に
よ
る
対
応
も
含
め
て
な
ぜ
独

自
の
手
を
う
た
な
い
の
か
。 

医
療
機
関
や
介
護
施
設
等
と
そ
の
職

員
を
は
じ
め
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
市

民
、
中
小
事
業
者
置
き
去
り
の
予
算
案

で
あ
り
賛
成
で
き
な
い
も
の
で
す
。 

 

大
型
事
業
を
推
進
し
、
市
民
に

犠
牲
し
い
る
予
算 

反
対
理
由
の
第
二
は
、
コ
ロ
ナ
対

策
に
は
無
策
の
一
方
で
、
大
型
事
業

は
引
き
続
き
推
進
、
市
民
に
犠
牲
を

強
い
る
事
務
事
業
見
直
し
や
公
共

施
設
再
編
を
す
す
め
る
予
算
案
と

な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

新
年
度
予
算
で
は
、
新
潟
駅
周
辺

整
備
事
業
に
６
５
億
４
千
万
円
、
１

２
月
補
正
の
６
億
円
を
加
え
る
と

７
１
億
４
千
万
円
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
新
潟
中
央
環
状
道
路
に
２
１
億

５
千
５
百
万
円
、
１
２
月
補
正
の
１

億
４
千
５
百
万
円
を
加
え
る
と
２

３
億
円
と
な
り
、
国
直
轄
の
万
代
島

ル
ー
ト
線
は
２
月
補
正
の
１
億
６

６
０
０
万
円
を
加
え
る
と
、
９
億
円

程
度
と
な
り
ま
す
。
こ
の
う
え
に
駅

南
口
に
建
設
予
定
の
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
仮
称
バ
ス
タ
新
潟
に
は
２

１
年
度
の
事
業
化
の
た
め
の
調
査

費
２
３
３
０
万
円
に
続
き
、
新
年
度

も
調
査
費
と
し
て
３
３
３
０
万
円

が
計
上
さ
れ
国
事
業
と
は
い
え
、
総

額
の
見
通
し
は
７
０
億
円
の
新
た

な
大
型
事
業
に
乗
り
出
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

本
市
が
こ
れ
ま
で
す
す
め
、
財
政 

悪
化
の
要
因
と
な
っ
た
大
型
事
業
は

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
の
も
と
で

も
見
直
さ
れ
る
こ
と
な
く
湯
水
の
ご

と
く
税
金
が
投
入
さ
れ
る
一
方
で
、
身

近
な
生
活
密
着
型
の
公
共
事
業
、
地
元

業
者
が
担
え
る
仕
事
の
予
算
は
不
十

分
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
市
民
に
犠
牲

を
強
い
る
事
務
事
業
見
直
し
、
３
１
か

所
の
投
票
所
、
５
３
か
所
も
の
指
定
避

難
所
の
廃
止
す
る
こ
と
に
な
る
公
共

施
設
再
編
案
も
す
す
め
る
計
画
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
賛
成
し
ろ
と

い
う
の
が
無
理
な
予
算
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。 

 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手

当
引
き
下
げ
に
反
対 

議
案
第
２
１
号
「
新
潟
市
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
は
、
会
計
年

度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
の
支
給
割

合
を
引
き
下
げ
る
も
の
で
、
そ
の
理
由

と
し
て
「
新
潟
市
人
事
委
員
会
の
勧
告

を
踏
ま
え
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

い
ま
で
も
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
は
極
め
て
低
い
水
準
に
あ
る
う

え
に
、
人
事
委
員
会
勧
告
に
ふ
れ
ら
れ

て
も
い
な
い
引
き
下
げ
を
「
勧
告
を
踏

ま
え
」
な
ど
と
し
て
引
き
下
げ
る
の
は 

言
語
道
断
で
あ 

り
認
め
る
わ
け 

に
は
い
か
ず
反 

対
す
る
も
の
で 

す
。 

 

 

反対討論を行う五十嵐完二議員 

２月議会 
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